
























































れ、変形されてきた無意識的本能欲求、感情、記憶などが解放されてくると、そ らは治療者へ投げかけられ、両者の転移が深まってくる。この転移関係を足場にして、治療者に自分を映し出しながら、自己洞察を深め ゆくのが精神分析 である。　
本項では、 「みずうみ」一部の構造と自由連想法との共通点を
挙げ、作品が自由連想法と関連 いものであることを示す。　「みずうみ」一部で、湯女は「壁よりの寝椅子に白い布をしいて、銀平をうつ伏せに横たわらせ」 「こんどは上をお向きになって……」と銀平に声をかける。そ を受けた銀平は、 「上を……
?　













































































捨て れており、故郷の記憶は母と密接に結びついている。故郷につい 尋ねられた際、銀平が先のような反応を見せたのは、銀平にとって向き合い難い幼少期 を掘り起こされそうになったためだ 考えられる。このこ について 追って詳述する。　
ついで銀平の語りは、 「この浴室の照明はどうなっているのか、
湯女のからだに陰がないようだった」 「腹の脇にのばしたら湯女の脇腹にさわりはしないか。ほんの指先でも触れようも なら、ぴしゃりと顔をなぐられそうに思えた」と続いてゆく。銀平 仰向けに寝ている浴室を治療空間、湯女を治療者と捉えれば、 れは〈
A　
分析状況〉に語りが移行したと考えられる。ここでは浴
室の照明によって、湯女の体に「陰がない」という現実を超越したような美しさが作り出され、銀平はも ん 湯女に触れば、 「顔をなぐられ」てしまうと感じている。そし 湯女に「陰がない」とい 絶対的な美しさを感じる女性像（この女性像は銀平の母に通ずる） 投影した上で、かつて好ましく思った美しい女性から拒絶された体験を想起する。
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　「ぴしゃりと顔をなぐられそう」というイメージから銀平が連想したのは、水木宮子という好ましい女性の後を追い、ハンド・バッグで頬を殴られた時の記憶である。銀平はそこから、教え子であった久子を家までつけた時のこと、後をつけていることが久子に気づかれ、彼女の家から逃げた先の盛り場でストリイト・ガアルと出会ったことなど 思い出す。　盛り場で、立っていられない程の頭痛と眩暈を感じ、人ごみの
真ん中でしゃがみこんでいた銀平は ストリイト・ガアルに声をかけられる。通行人の邪魔になら いようにと銀平は花屋の飾り窓に身を寄せ が、ガラスの向 うの 主人 睨まれ、 「腕が大きい ガラスを突き抜けて血が流れそ な危惧」を感じ、ガラスから身を離す。そんな銀平の乳のあたりをストリイト・ガアルはつねり、 「逃げちゃ、だめよ」 言う。この場面で銀平は、女性に「睨まれる」ことで、 「血が流れそう」という自らが深く傷つくイメージを想起する。これは、女性から拒絶され続け、そのたびに傷ついてきた経験によるものと考えられる。そして、傷つくことを恐れる銀平は、女主人の映るガラスか 離れよう するが ストリイト・ガアルに「逃げちゃ、だめよ」とガラスから離 ことを禁じられる。ストリイト・ガアルは銀平に〈自分は女性から拒絶される存在であ 〉という強い思い込み る女性への恐れ
や劣等感と闘うことを促しているのである。　
このような銀平自身にも意識されていない問題を、赤の他人




















り、後者は現在の銀平による〈回想〉にあたる。そして一部の末尾は、 「銀平は目をもっと高く暗い林の方へ上げた 母の村のみずうみに遠くの岸の夜火事がうつって た。銀平はその水にうつる夜の火へ誘われてゆくようだ た」 いう文章で閉じられ いる。この末尾の文章にあらわれる「火」と「林」と「みずうみ」のイメージについて考えたい。まず「火」だが、銀平は町枝とその恋人である水野を見た際に 二人が燃 炎に乗って水 上をゆらゆら流れているような幻」を見て る。ここでの文脈に沿って読むと、火は水野と町枝 恋 情熱を表してい とが分かる。しかし、火は「二人の幸福がつづかぬ証拠」 も語られており、 「水の上を ゆら流れ」る幻は、時とともに移ろ 恋人関係の儚さを表 ている。また、久子 家で銀平 久子が密会 した際、隠れ潜んでいた銀平の存在を、久子が両親 臆すことなく
伝える場面がある。この場面で銀平は、 「狂わしい幸福の火を浴びたよう」に感じており、ここでは「火」は久子からの愛情を象徴するものとして使用されている。　
次に銀平が目を向けた「林」だが、そこは木が茂った場所であ







は、対象を映し出して自身にその姿を見せ もので り、そ は自己の姿と向き合い内省が行なわれる場になっていると考え よいだろう。　
つまり、一部の末尾では 母の村のみずうみ」という〈内省
の鏡〉を媒介として 「林」と う〈無意識〉の場所にあった「夜の火」という〈恋の情熱や愛情にまつわる記憶〉へ意識を向けていく銀平の様子が語られているのであ 。　
銀平は三部から次第に、久子や町枝へ恋情を抱いた記憶を想起




うちにいたら、私も死んでしまう」という言葉と いとこのやよいの「銀平ちゃんの猿 たいな足は、お父さん っくりだわ。うちの方 血筋じゃないわ」という言葉である。　
銀平自身は自分の足を醜いと捉えているが、それを証明するよ





やよいの言葉にあるよう 「猿みたいな足」である。この言葉は、母方の家と銀平のつながりを断ち、父方の家との醜いつながりを指摘するものである。発せられた当時から二十年近く経っているにも関わらずこ 言葉がいまだ 記憶に残り続けていることから、それは銀平にとって格別印象深いものであったことが分かる。ここで重要なことは、事実 して父方 家が足」の家系であったかどうかではなく、美しい母と つなが を否定され、母が嫌った父方の家と自分が〈みにくさ〉 よって繋がっていると彼が意識していることである。　
銀平が「みにくい足」は父方の血筋であると考えていること























母の特徴でもあ 。母は、銀平のもとから離れて行った人物であり、銀平が憧憬し続けている存在でも る。銀平が母から否定された自分というイメージを拭 去るためには、母から受容されることが必要である。しか 、銀平の母は既に亡くなっており、銀平が母から受容され ことは はや叶 ない。従って 銀平が、美しく好ましい女のあ を追うのは 母の代理となる女性を求めての行動なのである。　
しかし、銀平は、後を追った女（久子、町枝、宮子）と永続的
な関係を結ぶことはできな 恋人であった久子とは別れさせれ、町枝からは見向きもされ い らに、宮子の後 追った際に銀平はハンド・バッグで殴ら 、意図せずバッグ 中に入っていた二十万を奪うことになってしまう。その罪の意識から軽井沢へ逃げるのだが そこで彼 、導かれるようにしてトルコ風呂に入りミス・トルコと呼ばれる湯女と出会う。　
湯女は若く色白で「からだがきれい」と語られており、銀平が
後を追った女たちと同じように美しい人物である。銀平は湯女に
対して、 「君はいつでもここにいるからいいね」と声をかけ、これまで出会った女性たちのように自分の前から姿を消してしまう「ゆきずりの人」でないことに安堵し、湯女の声を「永遠の女性の声か、慈悲の母の声」と形容する。美しく、自分の前から姿を消してしまうこと ない女性 、銀平が求めてきた母 代わりとなりうる理想の女性であり、銀平 湯女の声にようやく「清らかな幸福と温かい救済」を感じることができる。　
銀平は湯女からマッサージを受けるが、その際、自分をたたく













いう点で共通することから、彼は、赤子に過去 自分を重ねていると考えられる。雪に埋まった赤子が意味する は、親から捨てられた者の孤独と死であり、引用の「愛 障害」となる赤子の幻は、母に代わって自分を受容してくれ 女性である久 との関係
が継続しないのではないかという銀平の強い不安と孤独を表していると言える。　
この後、不安が実現するように久子と別れることとなった銀平
































痛のために安全感を得ようとして他者と親密な関係になろうとする。しかし愛着外傷のために対象に接近することにも不安や恐怖を感じる」と述べている。これは、母から拒絶され、好ましい女の後 追うようになった銀平 心のありようと一致 。銀平は、これまでに好ましいと感じた女性たち（ 親や久子、宮子、町枝）から受容されない う経験を重ねており、これ以上接近すれば「救済」をもたらしてくれ と感じた湯女からも拒絶されてしまうので ないかという恐れを抱いていると考えられる。そして、その恐れゆえに、銀平は、湯女が自分を叩く いう行為から、好ましい女性に受容されない孤独とその先 あ 死 象徴する赤子を連想 てしまうのである。　
しかし、湯女との接触に恐れを抱いていた銀平は、湯女から
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と語られているように、湯女や町枝の「白い肌」よりもくすんだ色である「黄色」の肌に加えて、そこには化粧も施して ない。さらに、女の履い ゴムの長靴 は、泥がつい おり 「その泥もしめっているのでなく、幾日か前についた を落しもしていないようである。ゴム 長靴そ ものも白っぽくこす て古び
ていた」と書かれていることから、身なりにも気をつかっていないことが分かる。一方、銀平は、 「天上のにおい」という最上の美しさを感じ 美少女町枝に対して この世 はなん 美しい少女がいるのだろう （中略）それも十六七までか」と語っているが、このように銀平においては若さと美しさが結びつ ている。しかし 醜 女は、 「年はわかりにくいが四 少し前だろうか」と語られており、若さも持ち合わせていない が分かる。以上から、女は、美しさ は対極にある存在だと える。　
銀平は、実際には見ていないみにくい女の足を、 「女の足指は













う。銀平と醜い女の結合は、銀平が醜い女に投影した自身の醜さを受け入れる いう、 〈 「影」の自我への統合〉の意味を持つと考えられる。　
しかし、銀平は、女の醜さに「嘔吐を催しそう」になり、宿に








を追った女性たちと永続的な関係を結ぶことはできない。そのような中で、銀平はトルコ風呂で湯女と出会 、自身を包容してくれる人物・空間を手に入れ、自由連想法に似た進行で連想を行ってゆく。そのことを通して、過去の記憶、自己の内部へ 目 向け、 「みにくい足」という自己イメージ抱くきっかけとなった幼少期の記憶と対面する になる。　
銀平が醜い足という自己否定感を払拭するためには、①母か
ら得られなかった愛情を、美しく好ましい女から注いで貰うこと、②町枝のような美しさ 憧れ こ をやめ、これま 醜いと認識してきた自分に肯定的な視線を向けることの二つが必要とさ
−185−
れる。①について、銀平は無意識的に行っていたわけだが、前述した通り、銀平が後を追った女たちと永続的な関係を結ぶことはない。加えて言うならば、湯女についても、銀平が湯女から身体的な接触を受け うち 「みにくい足」という劣等感を持つ部分を見せるようになったのに対して は銀平へのマッサージや頭を洗うことについて「商売ですもの」と語っており、銀平に特別な愛情は持っていな ことが示されている。また、銀平も湯女が自分に対して「ま もに答え つもりはな ことや を「気味悪く」思っていることに気づいており、湯女が商売として以上の愛情を自分に持っているとは感じ いない。　
次に、②について、銀平は連想によって幼少期の記憶を想起し








































































































黒崎峰孝「 『みづうみ』論（下） 」 （ 「論究」第七号
　
一九八四年一二月
　
論究の会）
注
注注 
河合隼雄『影の現象学』 （一九八七年一二月
　
講談社）
　
本論の作品引用はすべて『川端康成全集』第十八巻（一九八〇
年三月
 新潮社）により、適宜新字体に改めた。
（はなざわ
　
さきの
　
二〇一六年日文卒）
